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宮
一　
前
澤
萬
重
澤
家
に
奉
仕
　
　
一剛
澤
高
重
は
国
島
の
人
、
通
紳
爾

一
衛
門
、
字
は
温
恭
、
後
清
嶺
ざ
云
ふ
。
知
義

の
子
で
あ
る
。
姉
は
山
吹
藩
の
老
臣
片
桐
本

一
の
室
で
あ
つ
た
開
係
か
ら
、
そ
の
介
を
以
て
、
平
田
門
人
た
う
。
高
重

は
慶
悪
三
年
九
月
上
洛
し
て
、
澤
主
水
正
の
近
響
役
に
召
加

へ
ら
れ
、
四
方
の
志
十
ざ
交
り
、
國
事
に
奔
走
す
る
ざ
こ

ろ
が
あ
つ
た
。
蓋
し
是
よ
う
先
、
角
田
忠
行
の
伊
那
郡
に
な
る
や
、
前
澤
家
に
寄
寓
す
る
こ
こ
が
多
か
つ
た
。
忠
行
此

の
頃
澤
家
に
在
う
、
高
重
の
出
京
は
そ
の
懲
想
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

第

五

節

士心
士

の

潜

伏

一　
志
士
の
末
峡
　
　
文
久
元
治
の
変
、
諸
方
の
志
十
は
京
都
に
雲
集
し
、
激
烈
な
る
運
動
を
試
み
る
も
の
多
く
、

所
調
浪
十
の
天
下
を
現
出
し
、
幕
府
は
絶
え
す
ほ
密
を
放
つ
て
、
そ
れ
ら
志
■
の
検
ネ
に
つ
ご
め
た
。
此
時
に
営
り
幕

府
の
追
捕
を
逃
れ
、
ス
は
反
封
派
の
角
に
志
を
得
ぎ
る
も
の
ゝ
，
介
う
て
伊
那
に
水
る
も
の
が
な
か
ノ
ヽ

に
多
か
つ
た

Ｉ
し
伊
那
峡
谷
は
群
ＩＩＩ
四
方
を
め
ぐ
る
天
瞼
の
地
で
あ
る
上
に
、
此
地
に
螢
達
し
た
ろ
牛
田
學
の
盛
行
ざ
奪
王
思
想
の

蒲
漫
ご
は
彼
等
の
逃
げ
込
み
場
所
ざ
し
て
最
も
安
全
で
め
う
、
■
散
待
も
せ
ら
ね
た
か
ら
で
あ
つ
た
。

村
松
文
三
、
樹
婚
線
三
〔
解
Ｐ
滞
角
田
忠
行
、
里
見
次
郎
、
長
谷
川
鐵
之
進
、
堀
謙
吉
、
馬
町
行
裁
、
原
遊
齊
、
絆
響

厚
之
助
、
社
川
午
、
磯
山
秦
助
の
如
き
は
共
主
な
る
人
々
で
あ
つ
た
。

こ
れ
ら
の
志
■
は
南
伊
那
で
は
女
流
勤
王
家
、
松
尾
な
な
子
の
家
を
始
ざ
し
、
前
澤
萬
重
、
北
原
霜
雄
、
片
桐
春

一

餃
隣
で
は
櫻
井
文
治
郎
、
奥
村
邦
秀
其
他
同
門
の
諸
家
に
、
北
伊
那
で
は
倉
澤
義
髄
の
家
に
寓
食
し
た
。
峡
谷
の
牛
田

學
徒
は
こ
れ
ら
の
志
十
ざ
時
々
密
會
し
て
は
彼
等
の
勤
王
苦
心
談
を
聞
き
、
ま
た
は
談
論
に
花
を
唆
か
丁
〓
い
ふ
や
う

「伊可「尊三思 1吉.史」 (市村成人著、目立国会図書館 )



な
こ
と
も
あ
つ
た
。
伊
那
峡
谷
上
着
の
志
十
が
筆
王
倒
幕
の
意
気
は
盆
々
高
調
せ
ら
に
た
の
で
あ
つ
た
。

就
中
松
尾
家
に
本
投
す
る
も
の
は
引
き
も
切
ら
ず
、
文
久
の
末
年
か
ら
元
治
慶
應
の
頃
に
は
、
少
き
も
二
三
人
、
多

き
ど
き
は
七
八
人
の
志
十
１
１
中
に
は
催
装
の
志
士
、
や
く
ざ
者
も
交
つ
て
ゐ
た
―
―
の
滞
留
し
て
ゐ
る
の
が
普
通
で

あ
つ
た
。
多
オ
子
は
悉
く
こ
れ
ら
の
徒
を
容
れ
て
、
自
家
の
二
階
ス
は
近
所
の
本
き
家
を
借
り
入
れ
て
之
に
宿
泊
せ
し

め
、
米
壼
以
下
の
需
要
品
を
典

へ
て
彼
等
を
養
ひ
．
或
は
衣
服
旅
費
を
給
し
て
彼
等
の
残
展
せ
ん
ざ
す
る
所
に
向
は
し

め
た
。
伊
那
は
恰
も
志
士
の
梁
山
油
た
る
如
き
の
観
が
あ
つ
た
。

一
一　
角
田
忠
行
　
　
文
久
三
年
二
月
の
末
つ
か
た
、
角
鵬
忠
行
は
瓢
然
ゞ
小
野
の
倉
澤
家
を
訪
づ
れ
た
。
角
田
は
足

″川田忠一「「・一轍晰咆躙聯蠍珊瀬絋拗颯勒魃珈　判赫け嗜榊艤嗽辞脚一は［「着っはゅ“動』け】

の
ま
ゝ
、
二
豊
夜
を
乗
行
し
、
先
づ
倉
澤
家
に
身
を
投

じ
た
の
で
あ
つ
た
。
角
田
は
こ
れ
か
ら
足
か
け
四
年
が

ほ
ぎ
、
伊
那
谷
に
潜
伏
し
て
居
た
。
倉
澤
家
を
始
め
、

岡
島
の
前
澤
家
、
件
野
の
松
尾
家
、
座
光
寺
の
北
原
家

餃
田
の
櫻
丼
家
、
山
吹
の
片
桐
家
な
ぎ
を
巡
行
寄
食
じ

て
ゐ
た
。
そ
れ
ら
諸
家
中
、
最
も
永
く
留
つ
て
居
た
の

は
倉
澤
家
で
角
田
の
根
披
地
た
る
の
親
が
あ
つ
た
。

あ
る
時
、
倉
澤
家
の
そ
ば
を
流
れ
る
川
に
大
水
の
出

中
編
　
千
口
學
，
逹
期
　
　
第
六
輩
　
幕
末
勤
王
家
の
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一姜
一
一

番
詳
蒔
Ｆ
卜
じ
針
率
蒲
研
ヽ
計
さ
、¶
Ｓ
（
■
・
ミ
李
ぶ
ヽ
＝
Ｓ
摯
詳
う
ら
■
ヽ
■
′
ざ
難

・
言
「
♯
サ
【
叶
ら
τ
準
⇒
沈
き
０
熙
■
‘
Ｅ
４
Ｅ
”
Ｘ
叶
裟
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伊

郡

離

工

思

想

奥

一一一一
一二

た
時
の
如
津
角
田
は
泳
い
で
向
メ、岸

へ
わ
た
う
、
水
防
し
ｔ
こ
ご
な
ぎ
あ
つ
た
―
―
角
目
の
出
生
は
佐
久
千
曲
川
の
ほ

ご
う
で
あ
る
か
ら
水
に
は
削
れ
て
居
七
。
叉
あ
る
時
に
は
、
近
所
の
子
供
が
天
紳
縦
を
譲
ん
で
居
る
の
を
見
て
、
そ
ん

な
も
の
を
護
ん
で
は
い
け
な
い
ぜ
あ
つ
て
，
自
ら
説
詞
を
作
つ
て
そ
れ
を
讃
誦
せ
し
め
た
こ
ご
も
あ
つ
た
。
角
爾
は
日

■
浦
す
た
め
に
窮
本
を
し
た
。
現
行
倉
渾
家
に
裁
せ
ら
れ
る
も
の
を
摯
げ
て
見
る
ざ
．

■
日
患
行
筆
議
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
村
田
亀
綺
春
千
代
氏
歳
　
　
　
季
田
門
人
姓
名
鉄
・伊
吹
合
蹴
集
・魁
紳
新
輸
春
一

る
考
め
燕
マ
こ
逸
τ
Ｉ
去

=

漑
携
ｔ
ウ
わ
し鮎
ｒ
る
よ

す
孝
協
な

り
，
ヾ

ろ
４
つ
費
乳
崚
筑
ぞ
，
約

ゲ
カ
γ
打
ふ

、

■

●
湯

に

鉦

沿

ら

せ

ふ

占

計

を

〕
め

に

す

る

な

よ

よ

ｆ

ら

雄

の

こ

も

ム

薔

り
豪

は

御

民

そ

武

蔵

野

め

む

く

ら

か

中

に

朽

１

に

て

め

や
１１

(

・ら

狐
論
・勝
五
郎
再
生
奇
聞
・饉
祭
問
答
・風
の
青
・排

卜
銹
・櫛
引
文
庫
・白
家
畢
贈
衛
義
．

等
十
教
種
が
あ
る
（じ
就
申
挙
関
門
人
姓
名
録
の
如

き
、
最
も
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
角
鵬
は
ま
た
よ

‘
松
尾
家

へ
行
つ
た
。
営
時
松
尾
家
で
は
酒
造
を

ゃ
っ
て
わ
た
。
彼
は
滞
留
中
無
柳
Ｌ
苦
し
む
ざ
浄

に
は

「
洒
御
通
」
を
造
つ
て
家
人
の
御
手
博
を
し

た
こ
ざ
も
あ
る
一千
　
彼
は
猫
介
率
直
ぎ
ち
ら
か
ご

い
へ
ば
短
氣
の
方
で
あ
つ
た
か
ら
，
松
だ
の
長
男

誠
な
ぎ
ゝ
よ
＜
晴
．嘩
を
し
た
。
飯
田
で
は
機
井
文

治
郎
ξ
は
意
氣
投
合
し
て
仲
が
よ
か
つ
た
。
樋
ロ

光
信
さ
は
合
は
な
か
つ
た
て
い
ふ
こ
ビ
で
あ
る
。



f

彼
”
水
戸
澳
十
事
件
の
際
北
原
換
幸
等
ざ
赤
穂
に
行
つ
て
、
渋
士
等
の
動
静
を
探
つ
た
の
も
彼
が
潜
伏
中
の
出
来
事
で

あ

「
一
●
´

志
行
は
信
州
人
で
あ
り
、
凡
不
ｉｌｌ
門
人
中
の
先
輩
で
あ
る
さ
こ
ろ
か
ら
、
維
新
後
熱
田
宮
司
ざ
な
つ
た
後
も
、
本
郡

ｊ
”
交
渉
は
版
ろ
深
か
っ
た
の
で
．
都
内
に
は
忠
行
筆
の
短
冊
を
愛
蔵
す
る
家
が
甚
だ
多
い
。
角
田
忠
行
よ
与
山
吹
村

「
忙
眸
郎
氏
に
先
て
た
る
手
紙
ｔｉ
。

小
生
貴
地

ヽ
提
出
候
Ｌ
．
文
久
年
中
の
事
に
て
五
十
餘
年
書
な
れ
は
、
大
抵
何
も
打
忘
軋
候
。
供
野
ム
好
子
刀
自
の

様
１１
で
川
島
村
前
澤
情

一
右
術
門
氏
方
Ｌ
潜
伏
中
、
貴
御
家
中
片
縞
本

一
郎
氏
は
前
澤
氏
の
姉
婿
に
て
李
田
家
闘
間

“
窮
に

一
度
相
苺
ね
候
迄
に
で
、
其
頃
力
事
よ
ぐ
覺
え
無
之
候
”
右
等
の
線
に
て
貴
地
に
は
李
田
門
下
多
く
、
田
大

入

´
乱

も
建

立

候

程

に

有

之

候

。
（
明
治
四
ｔ

一Ｔ

一
――
世

一百

付
）

ご
ご
ろ
り
を
見
て
も
忠
行
ざ
こ
の
地
ご
の
密
な
る
関
係
が
あ
っ
た
こ
さ
は
丁
解
ろ
‘

〓
一　
長
谷
川
鐵
之
進
　
　
長
谷
川
鐵
之
進
は
越
後
の
人
、
江
戸
朝
川
警
庵
の
門
に
學
ぶ
。
後
京
都
に
上
り
て
勤
Ｉ
の

ＩＦ
ご
な
う
、
文
欠
癸
亥
の
政
睦
に
は
七
卿
を
護
衛
し
て
長
州
に
奔
う
，
元
治
元
年
の
機
に
は
長
藩
の
家
老
ざ
共
に
入
洛

し
た
が
、
蛉
御
門

”
戦
に
敗
れ
て
四
囲
１１
走
ら
，
翌
年
、
長
州
奇
兵
除
よ
う
東
北
諸
藩
の
向
背
を
内
償
せ
よ
ご
の
命
を

受
け
て
、
伊
那
に
入
―，
水
り
、
品
川
蠅
二
郎
の
紹
介
状
を
携
行
し
て
先
づ
倉
洋
家
を
訪
ひ
、
夏
に
松
だ
、
北
原
等
の
議

家
を
雁
訪
仁
．
弁
々
滞
留
数
日
に
及
ん
だ
ぃ
彼
は
大
酒
家
で
一
摯
に
菫
升
を
呑
み
、
酢
う
て
大
聾
叱
呼
し
、
長
倒
を
揮

つ
て
政
歌
高
吟
す
る
。
其
傍
若
無
人
の
態
度
は
女
小
供
に
尤
も
恐
れ
ら
に
て
み
た
ざ
、
彼
は
詩
作
文
章
に
は
最
も
長
し

て
あ
た
。
倉
滞
家

へ
は
三
国
も
訪
れ
た
。
質
に
泣
血
淋
消
の
壮
漢
で
あ
っ
た
。

中
繊
　
＋
田
半
妻
達
期
　
　
第
六
十
　
幕
末
動
工
家
の
運
動
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一
一
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一〓
苺
●
■

●
一

伊

那

革

王

思

想

史

三
二
製

椰
賀
犠
之
助
は
野
州
の
人
、
年
少
氣
賛
、
工
事
に
勤
む
。
元
治
元
年
水
戸
浪
■
の
伊
那
郡
を
通
過
す
る
ご
き
、
浪
士

拝
施
行
Ｌ
．
逮
１１
敦
賀
に
斬
ら
れ
た
４

四
　
村
松
文
三
　
　
村
松
欠
三
は
伊
勢
の
人
、
安
政
年
間
出
京
し
て
山
中
静
逸
の
間
に
入
り
、
諸
藩
の
志
士
ざ
交
う

闘
事
に
介
た
、
後
江
戸
に
下
―，
、
薄
■
礎
之
ビ
共
に
武
田
排
雲
齋
に
會
し
、
ま
た
上
京
し
て
松
本
套
賞
．
藤
本
鐵
石
ご

夜
りヽ
，
共
１１
事
を
皐
ギ
ｉ
Ｅ
し
、
東
海
諸
州
に
行
き
志
ｌｒ
を
細
合
し
た
．
大
和
の
事
起
る
。
到
れ
ば
藤
本
等
は
数
死
し

一
・ち
電
。
彼
は
汗
瑠
璃
語
ｏ
ぎ
な
―‐
、
再
び
水
戸
に
出
で
ゝ
波
山
力
義
摯
に
加
は
る
。
文
久
三
年
水
戸
の
衆
門
散
の
後

江
戸
に
出
で
幕
吏
”
使
す
ｔ
析
ざ
な
う
性
に
身
を
以
で
雌
れ
伊
那
に
入
ら
，
後
脇
京
，
慶
慮
二
年
征
長
の
役
起
う
幕
責

浪
卜
を
駆
る
１
１
意
、
■
「
　
・〓
議
岐
に
免
る
ゝ
こ
ざ
を
得
た
ゞ
云
ふ
．
ム
む
子
の

「
は
り
つ
め
し
矢
た
け
心
の
国
の

鶏
い
は
な
つ
時
は
こ
ヽ
Ａ
し́
て
ま
し
。」
ざ
め
る
の
は
文
〓
へ
喘
の
歌
で
あ
る
。

■
■
は
本
部
に
逃
ユ
＾
．う
志
卜
に
つ
い
て
一
子
あ
記
述
で
あ
る
。

現
に
北
―‐１１
家
、
松
尾
家
■
含
だ
家
に
は
こ
れ
Ｆ■
０
十
の
筆
蹟
が
激
せ
ら
れ
て
ゐ
る
．
維
新
志
ｌｆ
の
面
影
を
偲
ぜ
ん
ご
す

る
Ｌ

”
は
ｉｔｔ

て
見

ん

´ヽ
し
■^

島ヽ

ん

議
　
二
　
■
潔
二
■
ｒ
■
議
＾

（
一　
松
是
●
■
■
よ

共
他
卜
伊
那
配
誌
資
料
第
六
軒
、
拙
稿

「
松
ｔ
ム
嚇
千
」

第

六

節
　
水
戸
涙
士
軍
末
る


